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令
和
五
年
　例
大
祭

例
　
　
　
祭

八
月
十
五
日
　
午
前
十
一
時
斎
行

　
例
祭
は
一
年
間
で
最
も
大
切
な
神
事
で
、
各
神
社
の
ゆ
か
り
あ
る
日
に
執
り
行
わ

れ
ま
す
。
富
岡
八
幡
宮
で
は
毎
年
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
皇
室
国
家
の
隆
昌
と
世

界
の
平
安
、
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
ま
す
。
期
間
中
最
も
中
心
と
な
る
行
事

で
、
こ
の
例
祭
を
祝
し
て
様
々
な
神
事
・
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

神
幸
祭
（
鳳
輦
渡
御
）

八
月
十
二
日
　
午
前
八
時
御
発
輦

　
神
幸
祭
は
八
幡
宮
の
神
様
が
お
乗
り
に
な
っ
た
御
鳳
輦
を
中
心
に
、
装
飾
自
動
車

の
御
列
に
神
職
総
代
崇
敬
会
役
員
が
お
供
し
て
お
出
ま
し
に
な
り
、
氏
子
各
町
の
お

出
迎
え
を
受
け
る
神
事
で
す
。
鳳
輦
は
昭
和
五
年
に
謹
製
さ
れ
た
も
の
で
、
戦
災
を

免
れ
た
希
少
な
輿
車
で
す
。
神
様
が
各
町
を
く
ま
な
く
巡
る
事
で
、
御
神
徳
を
よ
り

身
近
に
お
授
け
下
さ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

各
町
神
輿
連
合
渡
御

八
月
十
三
日
　
午
前
七
時
半
先
頭
出
発

　
前
日
に
行
わ
れ
た
神
幸
祭
に
感
謝
し
て
各
町
の
大
人
神
輿
五
十
数
基
が
勢
揃
い
し

て
渡
御
し
ま
す
。「
わ
っ
し
ょ
い
・
わ
っ
し
ょ
い
」
の
伝
統
的
な
掛
け
声
と
「
水
か

け
祭
り
」
と
別
称
さ
れ
る
よ
う
に
沿
道
の
人
々
か
ら
は
清
め
の
水
が
勢
い
よ
く
浴
び

せ
ら
れ
、
担
ぎ
手
と
観
衆
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。
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８月11日 ㊎
1 5：0 0

神々への響き　第24回富岡八幡宮太鼓の宴
ジャズ演奏 ザ･ドリーム･スクエア･ジャズ･オーケストラ

1 6：3 0

令和５年

行 事 日 程

献花　江東区茶華道会献句　秉燭会
献花　江東区茶華道会

８月12日 ㊏
　　8：0 0 神幸祭（鳳輦渡御）

　1 9：3 0 太鼓　葵太鼓

８月14日 ㊊

琴・三味線演奏　生田流牡丹会1 5：3 0

1 1：0 0 崇敬会員参拝
1 4：0 0 歌謡　りんともシスターズ

9：0 0 朝御饌祭

８月15日 ㊋
1 1：0 0 例祭祭典
1 8：0 0 琴演奏　山木千賀
1 8：0 0 お茶会　江東区茶華道会
2 0：0 0 ガムラン演奏と舞踊　深川バロン倶楽部

能舞台　深川能舞台1 7：0 0

おどり　細川民族舞踊研究会1 9：0 0

８月13日 ㊐

1 4：0 0 歌謡 　山西アカリ
1 5：3 0 少林寺拳法　深川道院

9：0 0 朝御饌祭
7：3 0 各町神輿連合渡御

奉納剣道大会　江東区剣道連盟    （9月10日予定）

1 8：0 0 神楽　石見神楽

　1 7：3 0 太鼓と舞　深川祭人

富岡八幡宮例大祭



小
　名
　木
　川

扇
橋
一
丁
目

扇
橋
一
丁
目

清
澄
一
丁
目
清
澄
二
丁
目

白
河
一
丁
目

白
河
一
丁
目

白
河
二
丁
目

白
河
二
丁
目

白
河
三
丁
目

白
河
三
丁
目

白
河
四
丁
目

白
河
四
丁
目

清
洲
橋
通
り

清
洲
橋

大 　 横 　 川

千
石
三
丁
目

千
石
二
丁
目

千
石
一
丁
目

東
陽
一
丁
目

東
陽
二
丁
目

東
陽
三
丁
目

東
陽
五
丁
目

東
陽
六
丁
目

東
陽
七
丁
目

東
陽
四
丁
目

南
砂
二
丁
目

葛
西
橋
通
り

木
場
公
園

平
野
三
丁
目
平
野
四
丁
目

三
好
三
丁
目

三
好
四
丁
目

清
澄
公
園

清
澄
庭
園

清
澄
三
丁
目

平
野
一
丁
目

平
野
二
丁
目

三
好
二
丁
目

三
好
一
丁
目

日
本
橋
箱
崎
町

佐
賀
二
丁
目

隅
田
川
大
橋

福
住
二
丁
目 深
川
一
丁
目

新
川
一
丁
目

佐
賀
一
丁
目

福
住
一
丁
目

深
川
二
丁
目

葛
西
橋
通
り

永
代
橋

木
場
二
丁
目

木
場
三
丁
目

木
場
四
丁
目

木
場
公
園

永
代
通
り

木
場
五
丁
目

富
岡
一
丁
目

富
岡
二
丁
目

富
岡
八
幡
宮

富
岡
八
幡
宮

永
代
二
丁
目

永
代
一
丁
目

新
川
二
丁
目

門
前
仲
町
一
丁
目

門
前
仲
町
二
丁
目

隅
　田
　川

越
中
島
一
丁
目

佃
二
丁
目

佃
一
丁
目中 央 大
橋

JR
　
京
　
葉
　
線

門
前
仲
町
駅

越
中
島
駅

越
中
島
三
丁
目

古
石
場
三
丁
目

古
石
場
二
丁
目

古
石
場
一
丁
目

牡
丹
三
丁
目

牡
丹
二
丁
目

牡
丹
一
丁
目

越
中
島
二
丁
目

東
京
海
洋
大
学

木
場
一
丁
目
木
場
六
丁
目

汐
浜
運
河

江
　
　
　
東
　
　
　
区

潮
見
一
丁
目

豊
洲
四
丁
目

豊
洲
三
丁
目

豊
洲
二
丁
目

豊
洲
五
丁
目

辰
巳
一
丁
目

豊
洲
六
丁
目

豊
洲
一
丁
目

豊
洲
橋

豊
洲
貯
木
場

枝
川
一
丁
目

朝
凪
橋

枝
川
二
丁
目

塩
浜
二
丁
目

塩
浜
一
丁
目

枝
川
三
丁
目

豊

　洲

　運

　河
汐
見
運
河

首

都

高

速
九
号
深
川
線

東
雲
一
丁
目

中
　
　
央
　
　
区

春
海
橋

春
海
大
橋

月
島
一
丁
目

晴
海
一
丁
目 晴
海
二
丁
目

晴
海
三
丁
目

晴
海
四
丁
目

月
島
二
丁
目

月
島
四
丁
目

月
島
三
丁
目

勝
ど
き
二
丁
目

お
台
場
海
浜
公
園

港
　
　
区

江
　
東
　
区

青
海
一
丁
目

青
海
二
丁
目

有
明
三
丁
目

有
明
四
丁
目

東
雲
二
丁
目

東
雲
一
丁
目

辰
巳
一
丁
目

辰
巳
二
丁
目

辰
巳
三
丁
目

新
木
場
一
丁
目

新
木
場
二
丁
目

夢
の
島
公
園

東
　
京
　
港

東
　
　
京
　
　
湾

有
明
二
丁
目

有
明
一
丁
目

台
場
一
丁
目

有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園

令
和
５
年
８
月
12
日（
土
）
富
岡
八
幡
宮
神
幸
祭
鳳
輦
渡
御
順
路

鳳
輦
渡
御
予
定
時
刻

神
社
御
発
輦
　
　
　
　
午
前
　8
：
00

神
社
御
着
輦
　
　
　
　
午
後
　4
：
00

お
　
神
　
酒
　
所
　
印

神
楽
舞
奉
奏
時
間
　
印
①
～
⑫

①
豊
洲
４
丁
目
　
　
　午
前
　8
：
30

②
台
　
　
　
場
　
　
　午
前
　9
：
05

③
牡
丹
２
・
３
丁
目
　
午
前
10
：
10

④
東
陽
１
丁
目
　
　
　午
前
11
：
00

⑤
石
　
　
　
島
　
　
　午
前
11
：
30

⑥
富
岡
１
丁
目
　
　
　午
前
12
：
00

⑦
福
住
１
丁
目
　
　
　午
後
　1
：
55

⑧
三
好
・白
河
１
丁
目
　
午
後
　2
：
10

⑨
白
河
３
丁
目
　
　
　午
後
　2
：
20

⑩
清
澄
２
丁
目
　
　
　午
後
　2
：
50

⑪
箱
　
崎
　
町
　
　
　午
後
　3
：
10

⑫
新
川
２
丁
目
　
　
　午
後
　3
：
30

鳳
輦
祭
・
昼
休
憩
　
　
午
前
12
：
00

（
富
岡
八
幡
宮
）
　
　
　～
午
後
　1
：
30

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、 
 同
院
発
行
の
2万
5千
分
の
１
地
形
図
を
使
用
し
た
。（
承
認
番
号
　
測
量
法
に
基
づ
く
国
土
地
理
院
長
承
認（
使
用
）R
4J
H
s 
53
-G
IS
M
AP
56
92
1号
）」

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、 
 同
院
発
行
の
数
値
地
図（
国
土
基
本
情
報
）電
子
国
土
基
本
図（
地
図
情
報
）、
  数
値
地
図（
国
土
基
本
情
報
）電
子
国
土
基
本
図（
地
名
情
報
）及
び
基
盤
地
図
情
報
を
使
用
し
た
。（
承
認
番
号
　
測
量
法
に
基
づ
く
国
土
地
理
院
長
承
認（
使
用
）R
4J
H
s 
53
-G
IS
M
AP
56
92
1号
）」

②

①

A
M
9：
05

へ
続
く

へ
続
く

へ
続
く

へ
続
く

A
M
8：
30

P
M
3：
30

P
M
3：
10

P
M
2：
20

P
M
2：
10

A
M
11
：
00

④

③

⑦

⑧

⑪

⑫

⑤
⑨

⑩

⑥

A
M
12
：
00

A
M
12
：
00

A
M
10
：
10

A
M
11
：3
0

P
M
2：
50

P
M
1：
55

神
職
・
太
鼓
・
猿
田
彦

パ
ト
カ
ー

前
駆
車

神
  
職

用
具
車

賽
物
受
車

総
代
・
崇
敬
会
役
員

舞
  
姫

御
鳳
輦

賽
物
受
車

神
職
・
太
鼓
・
猿
田
彦

パ
ト
カ
ー

前
駆
車進
行
方
向

神
  
職

用
具
車

賽
物
受
車

総
代
・
崇
敬
会
役
員

舞
  
姫

御
鳳
輦

賽
物
受
車



京葉線
越中島駅

地下鉄東西線
木場駅

地下鉄東西線
地下鉄日比谷線
茅場町駅

地下鉄東西線
地下鉄大江戸線
門前仲町駅

東京都
現代美術館

木場公園

石島

扇橋

福寿橋
海辺橋

木更木橋

仙台堀川

木場公園

沢海橋

汐見橋

亀島橋

清洲橋

永代橋

福島橋

日本橋川

新川
一丁目

深川
二丁目

佐賀
一丁目

木場
三丁目

新川二丁目

牡丹二丁目

清澄二丁目

三好三丁目

箱崎
I.C

日本橋箱崎町

万年橋
小名木川

深川江戸資料館

高橋

湊橋

新亀島橋

黒船橋

出口3
出口6

出口5

出口4

出口1

出口1出口3

出口4 出口2

出口2

清澄庭園
清澄公園

大
門
通
り

三
ツ
目
通
り

清
澄
通
り

隅
田

川 大
横
川

東
陽
六
丁
目

平
久
川

大
島
川
西
支
川

永代通り

富岡
八幡宮

清洲橋通り

葛西橋通り

首都高速9号深川線

文

一
番
　宮
　
元

二
番
　仲
町
二

三
番
　永
代
二
北

五
番
　永
代
二
南

六
番
　永
代
一

十
二
番
　清
澄
三

十
三
番
　三
好
一

十
四
番
　三
好
二

十
五
番
　三
好
三
四

十
六
番
　白
河
一

二
十
二
番

　豊
　
洲

二
十
三
番

　枝
　
川

二
十
四
番

　東
陽
四

二
十
五
番

　東
陽
五

二
十
六
番

　東
陽
一

三
十
二
番

　新
川
一
西

三
十
三
番

　新
川
越
二

三
十
四
番

　新
川
一
南

三
十
五
番

　新
川
霊
一

三
十
六
番

　新
川
一
北

四
十
三
番

　下
木
場

四
十
四
番

　深
川
二
南

四
十
五
番

　深
川
二
北

四
十
六
番

　深
川
一

四
十
七
番

　冬
　
木

五
十
三
番

　古
石
場
東

五
十
四
番

　琴
　
平

五
十
五
番

　深
　
濱

早
朝
よ
り
各
町
の
神
輿
五
十
三
基
が

永
代
通
り
に
集
結
。「
ド
ン
ド
ン
」

出
発
の
花
火
が
鳴
り
響
く
と
、
い
よ

い
よ
連
合
渡
御
の
始
ま
り
。

❶こ
こ
で
三
十
分
の
休
憩
に
入
り
ま

す
。
お
に
ぎ
り
や
飲
物
を
用
意
し
た

給
与
班
が
大
活
躍
。
狭
い
通
り
は
熱

気
で
ム
ン
ム
ン
。

❸清
澄
通
り
か
ら
清
洲
橋
通
り
へ
、
清

澄
交
差
点
で
は
差
し
上
げ
、
舞
い
上

げ
と
い
っ
た
技
が
み
ら
れ
ま
す
。
清

洲
橋
を
差
し
て
渡
る
神
輿
も
見
も

の
。 ❹ 木

場
か
ら
大
門
通
り
を
北
へ
、
各
町

内
の
御
神
酒
所
前
は
よ
り
一
層
盛
り

上
が
り
ま
す

❷

❷永代通り〜大門通り
　先　8：00
　尾　9：30

❸江戸資料館通り
　先　 9：00
　尾　10：30

❹清洲橋通り
　先　9：30

❶八幡宮前出発
　先　7：30
　尾　9：00
❽八幡宮前到着
　先　13：00
　尾　15：30

◀◀◀◀

七
番
　佐
　
賀

八
番
　福
　
住

九
番
　富
岡
二

十
番
　仲
町
一

十
一
番
　清
澄
二

十
七
番
　白
河
二

十
八
番
　白
河
三

十
九
番
　平
野
一

二
十
番
　平
野
二

二
十
一
番

　平
野
三

二
十
七
番

　東
陽
二

二
十
八
番

　東
陽
三

二
十
九
番

　石
　
島

三
十
番
　千
石
一

三
十
一
番

　扇
　
橋

三
十
七
番

　箱
　
崎

三
十
八
番

　新
川
一
東

三
十
九
番

　新
川
越
一

四
十
番
　中
木
場

四
十
一
番

　木
場
五

四
十
八
番

　牡
丹
一

四
十
九
番

　牡
丹
二
三

五
十
番
　古
石
場
西

五
十
一
番

　越
中
島

五
十
二
番

　古
石
場
二

神輿連合渡御順路図
令和5年8月13日（日）

❺新川（昼食）
　先　10：30
　尾　12：00

❻新川出発
　　12：00

❼永代通り

約
八
キ
ロ
の
渡
御
を
終
え
、
八
幡
宮

前
に
到
着
。
最
後
の
手
締
め
で
、
三

年
に
一
度
の
連
合
渡
御
は
大
き
な
余

韻
を
残
し
つ
つ
お
開
き
に
な
り
ま

す
。 ❽ 祭

り
は
い
よ
い
よ
最
高
潮
。
永
代
橋

を
過
ぎ
最
初
の
見
せ
場
は
佐
賀
町
名

物
の
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
豪
快
な
水
掛

け
。
永
代
出
張
所
前
で
は
消
防
団
よ

る
滝
の
よ
う
な
放
水
。
不
動
堂
前
で

は
宮
元
の
ト
ラ
ッ
ク
水
掛
け
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。

❼

◀ ◀

昼
食
を
終
え
て
出
発
で
す
。
こ
こ
か

ら
は
木
遣
り
、
手
古
舞
が
つ
き
神
輿

渡
御
を
先
導
し
ま
す
。
永
代
橋
は
午

後
最
初
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

❻ 午
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
向
け
て

腹
ご
し
ら
え
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
担

ぎ
手
達
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

❺

◀

●●●●●●　休憩所
▷▷▷▷▷▷　神輿集合場所
※なお、当日は神輿の渡御により交通規制が敷かれま
すのでご注意ください。

※時刻は前後することがありますのでご注意ください。



実
は
江
戸
時
代
の
八
幡
祭
り
は

十
五
夜
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
ん
だ
。

そ
ん
な
歴
史
に
ち
な
ん
で

十
五
夜
を
含
ん
だ
数
日
間
境
内
で

中
秋
祭
を
行
う
よ
。

期
間
中
は
巫
女
さ
ん
の

舞
や
様
々
な
催
し
物
を

行
う
か
ら
楽
し
み
に
し
て
て
ね
。

（
本
誌
裏
表
紙
参
照
）

こ
れ
は
僕
も
知
っ
て
い
る
よ
！

五
十
以
上
の
町
の
お
神
輿
が

勢
揃
い
す
る
ん
だ
よ
ね
！

深
川
の
お
神
輿
は

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

担
ぎ
手
に
水
を
か
け
る
水
掛
け
も
見
ど
こ
ろ
だ
よ
。

お
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は
、

何
と
言
っ
て
も

例
祭
と
い
う
祭
典
だ
ね
。

八
幡
さ
ま
に
毎
日
の
お
守
り
を

感
謝
し
て
、
お
い
し
い
食
べ
物
を

お
供
え
し
た
り
、
巫
女
さ
ん
が
舞
を

舞
っ
た
り
す
る
ん
だ
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、

一
番
大
事
な
行
事
だ
よ
。

た
だ
今

神
道

勉
強
中

神代巫女
の

神代巫女
のかみしろ

みこ

深
川
八
幡
ま
つ
り
っ
て

富
岡
八
幡
宮
の

お
ま
つ
り
な
の
?

そ
う
!

富
岡
八
幡
宮
は

江
戸
時
代
の

は
じ
め
に
建
て
ら
れ
た

神
社
で
、
八
幡
さ
ま
と
い
う

神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
よ
。

そ
の
年
に
一
回
の
特
別
な
日
が
、

夏
の
お
ま
つ
り
な
の
!

12　12　
三
年
に
一
度
の

本
祭
り
で
は
、
八
幡
さ
ま
が

み
ん
な
の
町
に
出
掛
け
る
ん
だ
よ
!

神
幸
祭
と
い
っ
て
、
そ
の
時
八
幡
さ
ま
が
乗
る

乗
り
物
が
、
こ
の
鳳
輦
!

神
主
さ
ん
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
人
が

お
供
を
す
る
ん
だ

日

15　15　日

13　13　日

お
祭
り
編

ふ
か
が
わ
は
ち
ま
ん

し
ん
こ
う
さ
い

ほ
う
れ
ん

れ
い
さ
い

そ
な

み

　こ

み

こ
し

み
ず
か

と
み
お
か
は
ち
ま
ん
ぐ
う

9
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写
真
で
振
り
返
る

　八
幡
祭
り
の
歩み

御本社神輿の渡御と町神輿の連合渡御が行われました。町神
輿は大神輿42基、小神輿12基、獅子 3基、花車 5本が出され、
それまで山車中心だった江戸の祭りが町神輿中心へ転換する
きっかけを築きました。

明治42年

参
道
に
は
御
本
社
神
輿
の
御
仮
屋

各町の山車の番付

三基の御本社神輿

江戸時代は三基の御本社神輿と町々の山車を中心とした渡御が
行われていました。

江戸時代
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関東大震災で焼失した御本社神輿
に代わって御鳳輦が新調され、御
鳳輦の渡御と町神輿の連合渡御と
いう現在の形が整いました。

大人神輿総勢50基、50万人の人出
で賑わいました。

8月12日に上皇上皇后両陛下がご参拝、東京大空襲被災者とご懇談の後、連合
渡御をご覧になられました。東日本大震災復興を掲げて行われ岩手県平泉市の
神輿を含む55基の町神輿が渡御しました。

昭和 5年

昭和55年

平成24年

こ
の
年
御
社
殿
が
復
興

日
本
一
の
深
濱
神
輿

新
調
さ
れ
た
御
鳳
輦

左
手
に
富
士
塚
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七五三のお子様、そしてご家族の皆様、本当におめでとうございます !
お子様のつつがない成長は、ご家族の何よりの喜びですよね。

そうした成長も、神様のお守りがあればこそです。
ぜひご家族おそろいでお詣りください !

衣装

着付

祈祷

写真

東衣装店にてご予約
承ります

衣装は当日神社に
ご用意いたします

神社にてご予約承り
ます。当日は会館内
にて着付します
ご家族もどうぞ

御本殿にてお子様の
氏名を読み上げます
当日申込を承ります
初穂料 5,000円〜

晴れの日の記念にふさ
わしい良質なお写真を
撮影いたします。
ご予約承ります

祝 七五三

各種金額等詳細はホームページにて !

Q

　お詣
り
は

　
　いつ
す
れ
ば
い
い
の
?

A
か
つ
て
は
十
一
月
十
五
日
に
お
詣
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
近
辺
の
、
皆
さ
ん

が
都
合
の
い
い
日
を
選
ん
で
来
ら
れ
る
方
が

多
い
で
す
よ
。

Q

　着物
を
着
な
い
と

　
　
　
　い
け
な
い
の
?

A
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様
に
お
詣

り
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
あ
れ
ば
、

洋
服
で
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
一
生
に
一
度
の

お
祝
い
で
す
、
お
め
か
し
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
?

Q

　数え
年
っ
て
?

A
そ
の
年
の
満
年
齢
に
一
歳
加
え
た
年
齢
を
数

え
年
と
い
い
ま
す
。
元
来
は
数
え
年
で
お
祝

い
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
満
年
齢
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

神代巫女
かみしろ

の

七五三
QA&
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崇敬会のご案内
　
鎌
倉
時
代
に
制
定
さ
れ
た
日
本
初
の
武ぶ

家け

法ほ
う

で
あ

り
、
武
士
だ
け
で
な
く
庶
民
に
も
強
い
影
響
を
与
え

た
御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

。
そ
の
第
一
条
に
記
さ
れ
た
の
が
、

右
の
言
葉
で
す
。

　
神
様
は
人
間
の
尊
び
敬
う
心
に
よ
っ
て
そ
の
お
力

を
増
し
、
ま
た
人
間
は
神
様
の
お
力
を
い
た
だ
い
て

運
を
開
く
。

　
古
代
か
ら
の
日
本
人
の
信
仰
心
を
端
的
に
表
し
た

こ
の
言
葉
。
神
様
と
人
と
は
一
方
通
行
で
は
な
い
、

お
互
い
が
お
互
い
を
高
め
あ
う
存
在
で
あ
る
と
い
う

思
い
。

　
そ
の
思
い
を
か
た
ち
に
し
た
の
が
、崇
敬
会
で
す
。

　
当
富
岡
八
幡
宮
崇
敬
会
は
、
八
幡
様
の
御
神
徳
を

よ
り
一
層
仰
ぎ
、
自
身
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
々

と
と
も
に
幸
福
で
あ
り
た
い
と
い
う
人
々
に
よ
り
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
入
会
い
た
だ
き
、
八
幡
様
と
と
も
に

日
々
の
生
活
を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を
増
し

　
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
ふ

会員特典

会員種別

• お名前を崇敬者台帳に記入し、毎
朝の祭典にて家内（社内）安全・
家業（社業）繁栄を祈願いたしま
す。

• 崇敬会特別祈願神札を毎年授与い
たします。

• 祭典・諸行事のご案内をいたしま
す。

• 八月の例祭期間に行われる崇敬会
員のみの特別参拝のご案内をいた
します。

• 社報「富ヶ岡」・「八幡ごよみ」な
どの出版物を贈呈いたします。

• 神社資料館の無料拝観ができます。
• 名誉会員は本会評議員に委嘱いた

します。
• 名誉会員には本祭り各町神輿連合

渡御特別観覧席に御招待いたしま
す。

•「法人会員のうち名誉会員・特別会
員の皆様には正月団体祈祷予約案
内を早期発送いたします。」

• 婚儀殿・富岡斎場使用料の割引を
いたします。（会員種別・継続年数
によって３～ 10％の割引をいたし
ます）

以下のいずれかにご入会いただき
ます。
　正　会　員　年会費　    3,000 円
　維持会員　年会費　    5,000 円
　賛助会員　年会費　  10,000 円
　特別会員　年会費　  50,000 円
　名誉会員　年会費 100,000 円
　なお、賛助会員以上は法人でも
ご入会いただけます。

出版物を贈呈いたします

祭典諸行事のご案内をいたします

毎朝、皆様のご安泰を祈念いたします

お問合せ・お申し込みは、社務所まで☎ 03（3642）1315

崇
敬
会
旅
行
案
内

香
取
神
宮
参
拝
と

　
伊
能
忠
敬
の
故
郷
佐
原

�

十
月
七
日
（
土
）

�

日
帰
り
旅
行

　
当
崇
敬
会
で
は
年
に
一
度
会

員
並
び
に
崇
敬
者
の
皆
様
と
共

に
、
主
に
関
東
近
郊
の
由
緒

あ
る
社
寺
・
祭
礼
を
訪
れ
る
崇

敬
会
旅
行
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
第
二
十
四
回
を
迎
え
る
今

回
は
香
取
神
宮
参
拝
と
伊
能
忠

敬
の
故
郷
佐
原
の
散
策
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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夏休みの自由研究
神社のことなら

八幡様に聞きに来てね
神主さんが教えて
くれますよ

富
ヶ
岡

ご
よ
み

行
事

７
月

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　

１５
　
月
次
祭
（
縁
日
）

２８
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
富
士
浅
間
神
社
例
祭

富
士
山
の
女
神
・
木
花
咲
耶
姫
命
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
一
日
に
限
り
、疫
病
除
け
の「
大
蛇
守
」が
授
与
さ
れ
ま
す
。

〜
文
　
月
〜

※

左
記
の
恒
例
祭
は
、時
刻
指
定
の
あ
る
も
の
を
除
き
午
前
九
時
に
執
行
さ
れ
ま

す
。ご
自
由
に
御
参
列
下
さ
い
。御
参
列
の
際
は
午
前
八
時
五
十
五
分
ま
で
に

ご
本
殿
に
お
越
し
下
さ
い
。

こ
の
は
な
の
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

８
月

１
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
例
祭
期
間

12
　
神
幸
祭
（
鳳
輦
渡
御
）

13
　
各
町
神
輿
連
合
渡
御

14
　
崇
敬
会
員
参
拝
（
午
前
十
一
時
よ
り
）

15
　
例
祭
祭
典
（
午
前
十
一
時
よ
り
）

２５
　
末
社
・
天
満
天
神
社
例
祭

２８
　
月
次
祭
（
縁
日
）

学
問
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
命
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
す
。

「
こ
ん
ぴ
ら
ふ
ね
ふ
ね
」
の
歌
で
も
知
ら
れ
る

「
こ
ん
ぴ
ら
様
」
は
、
大
物
主
命
を
お
祀
り
す

る
海
上
安
全
の
神
社
で
す
。

女
性
の
守
り
神
で
あ
る
粟
島
神
社
は
、
医
薬
の
神
・
少
名
彦
命
を

お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
で
神
嘗
祭（
新
穀
を
お
供
え
し
神
恩
に
感
謝
す
る
祭
典
）が

斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
祝
う
お
祭
り
で
す
。

御
祭
神
・
事
代
主
命
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
え
び
す
顔
の
、

商
売
繁
昌
の
神
。
深
川
七
福
神
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

氏
子
崇
敬
者
の
祖
霊
を
慰
め
、
感
謝
を
捧
げ
る
お
祭
り
で
す
。

武
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
武
甕
槌
命
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

八
幡
宮
歴
代
別
当
・
神
職
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
、

春
分
・
秋
分
の
日
に
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

九
月
三
十
日

　十
月
一
日
に
は
御
神
楽
の
儀
、
ま
た
江
東
区
観
光
協
会

深
川
支
部
主
催
に
よ
る
深
川
十
五
夜
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

〜
葉
　
月
〜

９
月

1
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
　
末
社
・
鹿
島
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

23
　
秋
分
祭

　
末
社
・
祖
霊
社
祭

２８
　
月
次
祭
（
縁
日
）

29
　
中
秋
祭
（
旧
暦
八
幡
祭
り
）

〜
長
　
月
〜

10
月

1
　
月
次
祭
（
縁
日
）

10
　
末
社
・
金
刀
比
羅
神
社
例
祭

15
　
月
次
祭
（
縁
日
）

　
末
社
・
粟
島
神
社
例
祭

17
　
神
嘗
奉
祝
祭

20
　
末
社
・
恵
比
須
社
例
祭

28
　
月
次
祭
（
縁
日
）

〜
神
無
月
〜

★縁　日　　毎月１日・15日・28日
★フリーマーケット　毎月15日・28日
　（主催　東京市友会）
★骨董市　毎月第1・2・4・5日曜日
　（主催　楽市楽座）　28日にあたる場合は休会

※当日は駐車場が少ないため、公共交通機
　関をご利用下さい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　●　●　●　　●　●　●　

富士浅間神社の裏には小さな富士塚が。

ふて
ん

ま

て
ん

じ
ん

こ

か
ん

な
め

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

と

ひ

ら

じ
ん

じ
ゃ

じ
ゃ

じ

せ
ん

げ
ん

じ
ん

じ
ゃ

11～15　

た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

お
お
も
の
ぬ
し
の
み
こ
と

こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

結婚式のご案内結婚式のご案内
　
富
岡
八
幡
宮
の
結
婚
式
は
富
ヶ
岡
の

大
神
様
の
鎮
ま
り
ま
す
御
本
殿
に
て
執

り
行
わ
れ
る
本
物
の
神
前
結
婚
式
で

す
。
祖
先
か
ら
受
け
継
ぐ
慈
し
み
の
こ

こ
ろ
で
お
ふ
た
り
の
育
ん
だ
愛
と
ご
家

族
の
思
い
を
丁
寧
に
か
た
ち
に
し
て
い

き
ま
す
。

◇初穂料　10万円　　◇衣装・美粧・写真・御会食・披露宴承ります。

お問い合わせは社務所まで。☎03（3642）1315
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期間中は神楽舞やライトアップ、また江東区観光協会深川支部による
深川十五夜祭りを開催して様々な催し物を行います

中秋祭（旧暦八幡祭り）
₉月２９日から
１０月₁日

富
岡
八
幡
宮
公
演

石
い

わ

見み

神か

楽
ぐ

ら

８
月
１３
日
　
午
後
６
時
よ
り
９
時

　
島
根
県
浜
田
市
の
伝
統
芸
能
石
見
神
楽
。

　
日
本
神
話
を
題
材
に
豪
華
絢
爛
な
衣
装
を
ま

と
っ
た
舞
人
が
軽
快
な
お
囃
子
と
共
に
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
舞
を
披
露
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
本
場
浜
田
市
の
社
中
岡
見
神
遊
座

を
お
迎
え
し
、
神
輿
連
合
渡
御
を
終
え
た
当
日

の
夜
、三
時
間
に
亘
る
上
演
が
決
定
し
ま
し
た
。

予
定
演
目

神
迎
、
八
幡
、
塵じ

ん

輪り
ん

、

恵
比
寿
、
大お

ろ
ち蛇
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